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◇新本部長紹介 
 本部長 竹内 政司〔多摩支部 竹内運輸工業（株）〕

新生ロジスティクス研究会の代表を仰せつかりました竹内運輸

工業（株）の竹内政司です。今般、皆様方からのご指名を頂き、こ

の大役に就かせていただき、身の引き締まる思いです。これからも、

宜しくお願い致します。 

さて、この会は、１月の幹事会で確認された通り、①東ト協の事

業活動である人材養成事業の対象組織として存続し、②年齢で括るイ

メージの会の名前ではなく名前から活動の内容がイメージできるもの

へ変更し、③現行の支部壮年部の活動を継続する中でより向学心ある

東ト協会員を広く募り将来的にはシンクタンク的な機能を重視した集

まりを目指す－－－。つまり「壮年」という名称に代表されるよう

な「枠組み」、この「枠組み的思考＝概念」を取り払い、「枠組み」

にとらわれない集まりを目指し誕生しました。 
今、私たち業界を取り巻く環境は少子高齢化、少産多死、地方分

権の時代の到来を受け、新しい社会構造の枠組みのなかで、大きく

変わってきています。規制緩和の時代は終わりを告げ、次の流れと

して規制改革、官業開放がすでに始まっています。駐車違反の取締

りが民間会社に委託されたのもその一例です。 
このような新しい社会の出現は、「原則禁止から、原則自由へ」

「事前規制から、事後チェックへ」と、今までの価値観が１８０度

変わってしまいました。その新しい社会は、ルールがより重い意味

を持つ「法化社会」の到来をあらわしています。「法化社会」とは

「最大限の規制緩和をなし、必要最小限の規制以外は自由とし、ト

ラブルが起これば憲法と法律により解決する社会」といわれていま

すが、今、私たちはこの時代の変化を適格に認識し、私たち自身の

思考をこの法化社会にあったものに転換していく、つまり「パラダ

イム・シフト」をしていかないと、運送業者として生き残れない時

代の中にいると思います。 
パラダイムとは、「ある時代の人々の物の見方や考え方を支配す

る概念的な枠組み、思考の規範」のことを言いますが、私たちが、

物を運ぶという運送会社の集まり的思考の規範で今の物流を見た

とき、そこには明らかに限界があるように思います。時代はすでに

供給全体を捉えるロジスティクスの流れに突入し、３ＰＬ、サプラ

イチェーンマネージメント、物流一気通貫（調達物流・センター管

理・配送物流・返品物流など）の発想で商社や他の業種からの参入

が始まっているからです。 
今、我々が自らの思考を、もっと広く流れ全体が見られるような

ものに変えていかなければ、ある意味では実運送は生き残れなくな

ってしまうのではないでしょうか。だからこそ、我々はもう一度人

材養成事業の旗の下に、新たにロジスティクス研究会として「共学

の場」に集う仲間と共に、人間としての資質の向上を目指し、常に

勉強し続けることによって、物流全体が見える思考を備え、直面し

ている様々な問題を解決し、この時代を生き抜く新しい思考の規

範、つまりパラダイム・シフトを自らしていこう、という事なので

す。 

そして、これからの時代は多様性を認め、多様性をコントロール

できるダイバーシティーマネージメントの発想が必要になってき

ます。仕事も、思考も、物を運ぶという画一的な面からだけではな

く、ロジスティクス的な視点、つまり全体を見渡せる観点から総合

的にお客様の最適物流の提案が出来る企業にシフトすることが大

切だと考えます。それは今までの限られた中での思考の規範、同一

的な概念の集団という位置付けでなく、ネットワークを構築し、点

と点をつなげ縦横無尽な線を描き、情報武装をした実運送を実現

し、最適物流を模索していく。このような見方からトラック輸送を

捉えていかないと、私たちが汗して働くこの実運送が、倉庫事業者

や総合商社に支配されてしまうのではないでしょうか。 

 

今、社会が私たち運送会社に求めているのは、「安全」な輸送を

通じて「安心」を提供することだと考えます。コンプライアンスを

重視し、企業の社会的責任を果し、自主独立、自己責任をきちっと

負うことができる、常にそういう気概をもって企業経営をしている

事業者でないと、社会に存在することができない時代となってきて

いるように思います。だからこそ、私たちは常に研究・研修活動を

継続し、そこで学んだ新しい時代を生き抜く新しい規範を企業経営

並びに業界活動を通じて実践し、社会のために貢献していくことこ

そが、与えられた真のミッションだと考えます。 

これからのこの会は、それぞれの活動に、多くの部員の方に参画

していただき、皆さんと一緒に行動して行きたいと思っています。

なぜならばこの会は皆さんの会であり、主役は皆さん方お一人お一

人だからです。 

新執行部一丸となって、これからも活動を続けて参りますので、

支部におけるそれぞれの活動、そして本部での活動を含めて、是非

ともご協力下さいますようお願い申し上げます。 

    
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
       
  


